
意見の概要及び意見に対する市の考え方  

「第二次川越市地域福祉計画原案」につきまして、ご意見を募集

したところ、１名の方から５件のご意見をいただきました。貴重な

ご意見ありがとうございました。  

提出されたご意見及びそれに対する本市の考え方を取りまとめ

ましたので、お知らせします。  

意見の概要  意見に対する 市の考 え方  

「５  計画の策定体 制・方

法 」 の 中 で 市 民 調 査 を 行 っ

て い ま す が 、 回 収 率 が

47.8％ と 低 く 参 考 に な ら な

いと思います 。  

母集団が多い 場合の 必要な標本数 は、簡易 的に、

母 集 団 の 1％ ま た は √ 母 集 団 数 で 導 き 出 さ れ る と

されておりま す。今回 調査の母集団 数は 18 歳以上

の約 29 万人でした の で、必要標本 数は√ 29 万人＝

538 票となります。ま た、通常の 標本調査で は、回

収標本数が 1,000 票は必要と考え られて おり、今

回の有効回収 数は 1,387 票でしたの で、 どちらも

満 た し て お り 、 今 回 調 査 は 有 効 で あ る と 考 え て お

ります。  

また、地域の 課題や 市民ニーズを 把握し 、計画

に反映するた め、市 民調査のほか に、 自 治会や民

生委員などへ の団体 等調査及び地 域福祉 エリアミ

ーティング（ ワーク ショップ） も 実施し ており、

多くの意見を 反映で きたのではな いかと 考えてお

ります。  

自 治 会 が 重 要 と な っ て く

る と 思 わ れ ま す の で 、 市 と

し て 自 治 会 を 存 続 さ せ る た

め の 案 を 、 考 え な け れ ば な

らないと思い ます。  

当計画の基本 方針３ の≪行政等が 取り組 むこと

≫にあります とおり 、 地域コミュ ニティ を形成す

る自治会、老 人クラ ブなどの人が 地域に おいて中

心的な役割を 果たせ るよう支援し 、地域 コミュニ

ティの活性化 を図れ るよう努めて まいり ます。  



問 題 提 起 で き る 人 な ら ば

問 題 な い の で す が 、 自 分 か

ら は 相 談 し づ ら い 、 特 に 深

刻 な 問 題 を 抱 え て い る 人 ほ

ど 相 談 し づ ら く 、 相 談 し て

い い も の か も 分 か ら い よ う

な こ と も あ る と 思 い ま す 。

そ う い う 場 合 に 問 題 を 抱 え

て い る 側 が 行 動 を 起 こ す の

で は な く 、 問 題 に 気 付 く よ

う な 対 策 も 必 要 だ と 思 い ま

す。  

当計画の基本 方針３ の≪地域で協 力して 取り組

むこと≫にあ ります とおり、地域 で孤立 してしま

う方をなくす ため、地 域のみなさん で協力 し合い、

見守りや声掛 けを行 っていただき 、その 中で問題

に気づき、問 題解決 に導くことが できれ ばと考え

ております。  

また、地域に おける 生活課題等を 地域の 方々で

協力して解決 してい くため、地区 別福祉 プランを

策定し、その 推進を 図っていただ きたい と考えて

おります。策 定、推 進にあたりま しては 、市及び

社協でも協力 、支援 してまいりま す。  

自 助 、 共 助 、 公 助 の 相 互

連 携 を 図 る に は 、 川 越 市 内

だ け で は な く 、 近 隣 市 町 村

や 住 民 が 働 い て い る 会 社 な

ど に も 理 解 を 求 め な け れ ば

ならないと思 います 。  

川越市のみな らず、 社会全体に地 域福祉 の考え

方の普及、啓 発を図 っていくこと が求め られてい

ると考えてお ります 。当計画の基 本方針 １ にあり

ますとおり、 市ホー ムページなど で地域 福祉を高

めるための情 報提供 を行うなど、 福祉の 意識づく

りに努めてま いりま す。  

福 祉 か 福 祉 じ ゃ な い か 区

別 が つ か な い の で 、 福 祉 窓

口 で は な く 「 何 で も 相 談 窓

口 」 に し た 方 が い い と 思 い

ます。  

策 定 委 員 会 な ど で の 検 討 の 結 果 、 す べ て の 相 談

は も と よ り 、 ひ と つ の 窓 口 で 児 童 ・ 高 齢 ・ 障 害 の

福 祉 の 全 分 野 に 対 応 す る こ と で さ え 簡 単 な こ と で

は な い と い う 結 論 に な り ま し た 。 そ こ で 、 福 祉 分

野 の 相 談 を 一 旦 受 け 、 適 切 な 担 当 に 繋 ぐ 機 能 、 ま

た 、 複 数 の 分 野 に ま た が る 窓 口 と し て の 機 能 を 果

た す 窓 口 と し て 「 福 祉 分 野 の 一 次 相 談 窓 口 」 を 設

置することと なりま した。  

 


